
令和６年度 京都市予算案 事業概要 

                                    子ども若者はぐくみ局 

事務事業名 病児・病後児保育の受入環境の充実 

予  算  額 
5,400 千円 

（全体事業費 176,772 千円のうち充実分 ） 
新規・充実・継続の別 充実 

担  当  課 幼保総合支援室（２５１－２３９０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 
 
病児・病後児保育事業は、病気中又は病気の回復期にあり、集団保育が困難な児童を一時

的に保育することにより、保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、児童の福祉の

向上を図ることを目的とした事業である。本市においては病後児保育事業を平成９年度から、

病児保育事業を平成２３年度から実施している。 

事業の実施に当たっては、看護師１名と利用児童おおむね３人につき１名以上の保育士配

置が必要であり、事業実施施設においては、前日時点の利用申込み状況に応じて必要な数の

職員を配置できるよう調整されているが、病児・病後児保育の特性上、体調回復などによる

当日の急なキャンセルがあることも多い。 

事業実施に必要な経費は、実際の利用児童数に応じて支弁されることになっているため、

急なキャンセルにより配置職員に余剰が生じた場合、当該職員の配置に係る費用は、実施施

設の負担となる。こうした課題に対応するため、国において令和５年度にキャンセル加算が

創設された（令和５年度は試行実施、令和６年度から本格実施）。 

 

［事業概要］ 
 
利用者による当日キャンセルの結果、職員配置に余剰が生じた場合に、一定の要件（当日キ

ャンセルした家庭に対する必要事項の確認や帳簿管理等）を満たした施設に対して加算を適

用する。 

病児保育事業における保育士の配置基準は利用児童おおむね３人につき１名以上としてい

ること等を考慮して、当日キャンセルの結果、職員配置に余剰が生じた場合にキャンセル１

回として計上し、年間のキャンセル回数に応じた区分に該当する基準額を加算額として支給

する。 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

当日キャンセル対応加算

キャンセル回数 基準額（年額）

25回以上50回未満 247,900円

50回以上100回未満 502,500円

100回以上150回未満 670,000円

150回以上 1,005,000円
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令和６年度 京都市予算案 事業概要 

                                    子ども若者はぐくみ局 

事務事業名 障害のある幼児の教育振興補助の充実 

予  算  額 
13,300 千円 

（全体事業費84,800 千円のうち充実分） 

新規・充実・継続の別 充実 

担  当  課 幼保総合支援室（２５１－２３９０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

本市では、障害のある幼児の幼稚園教育の充実を図るため、昭和５２年度から市内の私立

幼稚園等に対して補助を行い、各園において加配職員の人件費等に活用されている。 

当該補助金については、対象園児に係る認定要件の一つに、「児童発達支援事業所等への通

所が６か月以上必要」との要件を設定しており、当該要件を満たすためには、幼稚園入園前後

から相当期間の通所が必要となることから、低い年齢ほど補助の対象となりにくい課題が生

じていた。 

今回、この課題を解消するため、認定要件を見直すことで、私立幼稚園等における障害のあ

る幼児の受入環境の充実を図っていく。 

 

［事業概要］ 

京都市内の私立幼稚園等に通園する、障害のある幼児の幼稚園教育の充実を図るため、 

１園につき１０万円、１人園児につき３５万円の補助を行う。 

 

・対象園児 私立幼稚園等に通う市内在住園児（３～５歳児） 

・補助額 １園当たり１０万円、１園児当たり３５万円 

・見直し内容（認定要件） 

 【見直し前】 

児童発達支援事業所等へ半年以上継続して通所している園児 

 【見直し後】 

児童発達支援事業所等へ継続して通所している園児 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 
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令和６年度 京都市予算案 事業概要 

保健福祉局、子ども若者はぐくみ局 

事務事業名 ＣＯＣＯ・てらすにおける地域支援機能の強化 

予  算  額 
2,800 千円 

（全体事業費 8,867 千円のうち充実分）  
新規・充実・継続の別 充実 

担  当  課 
地域リハビリテーション推進センター 企画課（９２５－５７３６） 

児童福祉センター 総務課（９５０－０７３１） 
［事業実施に至る経過・背景など］ 

 令和６年１月に開所したＣＯＣＯ・てらす（地域リハビリテーション推進センター、ここ

ろの健康増進センター、児童福祉センターの一体化施設）について、３施設のソフト面、   

ハード面の連携を最大限活用し、複合的課題等への対応を強化する。 

［事業概要］ 

 ＣＯＣＯ・てらすでは、３施設一体化整備を契機に専門性を活かして関係機関の支援力向

上等に取り組み、利用者の地域での生活を支える「地域の支援力向上チーム」や各区役所・

支所に対して、継続的な支援が必要な困難事例について専門的観点から支援する「区役所・

支所サポートチーム」により、地域支援体制の充実を図っていく。 

具体的には、身体・知的・精神の障害種別の垣根を取り払い、課題が複合する困難事例や

重層的支援が必要な方への対応力強化の取組として、課題を抱える方の家族や身近な支援者、

福祉事業所等の支援機関を対象に新規研修・支援プログラム等を実施する。 

また、施設の利用促進のため、チャットボットを活用した相談、受講申込の受付を行うな

ど、利便性の向上を図る。 

 

１ 新規研修・支援プログラムの実施、既存事業の充実 

  複合的課題への３施設の連携対応によるノウハウ等の蓄積を活かし、課題を抱える方の

家族や身近な支援者、福祉事業所等の支援機関を対象に、依存症を抱える世帯への対応や、

もやもや病等の高次脳機能障害児・者への対応、子育てに悩みを抱える世帯への対応等と

いった課題に対応する新たな研修・支援プログラムを実施する。 

  また、併せて３施設の既存研修事業についても、時宜に応じて内容を充実する。 

 

２ 施設の利用促進 

  ３施設一体化整備を契機に、SNS 配信の充実や事業（研修・支援プログラム、対応事例

等）案内冊子の作成、チャットボットを活用した相談及び受講申込の受付等の実施など、

情報発信力を強化し、関係機関や市民の利用促進を図る。 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

47ページ再掲 
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